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受
章
の
佐
川
会
長
に
祝
辞

岡
山
観
一
会
の
本
年
度
総
会
・
懇

親
会
は
６
月
２５
日
、
岡
山
駅
前
の
サ

ン
ピ
ー
チ
岡
山
で
開
か
れ
、
３９
人

(

う
ち
来
賓
８
人)

が
参
加
。
今
年
も

青
春
会(

ミ
ニ
懇
親
会)

、
史
跡
巡
り

の
実
施
な
ど
の
事
業
計
画
を
決
め
ま

し
た
。
石
井
成
毅
副
会
長
の
講
演
の

ほ
か
、
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
し
た
佐
川
弘
治
郎
会
長
に
数
々

の
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
、
親
友
か
ら
高

校
以
来
の
親
密
な
交
友
関
係
も
披
露

さ
れ
る
な
ど
、
に
ぎ
や
か
で
感
動
的

な

総

会

に

な

り

ま

し

た

。 
 

 

 

 

  

佐
川
会
長
の
挨
拶
で
開
会
。
ご
来

賓
を
代
表
し
て
三
宅
昭
二
観
一
高
同

窓
会
長
、
高
倉
和
弘
教
頭
、
田
中
道

雄
京
阪
神
支
部
幹
事
が
登
壇
、「
先
細

り
に
な
っ
て
い
る
地
元
支
部
を
今
年

中
に
き
っ
ち
り
し
た
い
。
新
体
育
館

の
緞
帳
資
金
集
め
に
ご
協
力
を
」「
わ

が
校
は
今
年
も
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
の
指
定
を
受
け
、
米
国

に
研
修
旅
行
に
行
く
。
ス
ポ
ー
ツ
も

頑
張
っ
て
お
り
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、

陸
上
の
選
手
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出

場
す
る
」。
田
中
幹
事
は
京
阪
神
支
部

に
若
い
人
が
少
な
い
現
状
を
訴
え
ま

し
た
。 

他
の
ご
来
賓
の
方
は
、
観
一
高
同

窓
会
の
大
久
保
健
二
、
片
山
葉
子
副

会
長
、
徳
善
久
人
本
部
事
務
局
長
、

田
中
英
昭
事
務
局
次
長
、
佐
久
間
順

三
東
京
支
部
会
員
で
す
。 

石
井
副
会
長
が
講
演 

「
一
太
郎
や
ー
い
」 

石
井
副
会
長
の
講
演
テ
ー
マ
は

「
一
太
郎
や
ー
い
」。
日
露
戦
争
の
こ

ろ
、

ろ
、
多
度
津
港
か
ら
出
港
し
た
船
上

の
息
子
に
、
岸
壁
か
ら
「
家
の
こ
と

は
心
配
す
る
な
。
天
子
様
に
よ
く
ご

奉
公
す
る
ん
だ
ぞ
ー
」
と
叫
ん
だ
母

の
話
で
、
す
ぐ
に
姿
を
消
し
た
こ
の

母
を
探
す
の
に
大
騒
ぎ
し
た
こ
と
、

軍
国
の
母
と
し
て
小
学
校
の
教
科
書

に
も
載
っ
た
こ
と
な
ど
紹
介
し
ま
し

た
。
昨
年
、
石
井
氏
が
編
集
出
版
し

た
「
西
讃
の
忘
れ
か
け
た
歴
史
の
発

掘
」
の
な
か
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

多
度
津
の
桃
陵
公
園
に
建
つ
母
の
像

を
知
る
年
配
者
は
興
味
深
そ
う
に
聴

講
し
て
い
ま
し
た
。 

２
人
に
花
束
贈
呈 

記
念
撮
影
の
後
、
懇
親
会
。
松
浦

良
行
顧
問
の
音
頭
で
乾
杯
し
た
あ
と

受
章
の
佐
川
会
長
へ
尾
﨑
美
樹
さ
ん

が
花
束
贈
呈
。
わ
ざ
わ
ざ
埼
玉
県
か

ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
親
友
佐
久
間

さ
ん
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
観
一
高
で
２
人
が
出
会
い
、
そ

れ
以
来
、
青
春
時
代
を
通
し
て
交
流

を
深
め
て
き
た
友
が
叙
勲
の
栄
誉
に

輝
い
た
こ
と
を
、
わ
が
こ
と
の
よ
う

に
喜
び
、
感
慨
深
く
語
り
ま
し
た
。 

今
春
、
岡
山
県
文
化
財
保
護
協
会

賞
を
受
賞
し
た
高
畑
富
子
さ
ん
に

は
、
同
期
の
冨
田
信
秀
さ
ん
が
花
束

を
贈
り
ま
し
た
。
佐
川
、
高
畑
さ
ん

の
賞
状
、
勲
章
な
ど
は
会
場
に
飾
ら

れ
、
人
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

 

こ
の
後
、
懇
親
会
は
前
川
宗
正
さ

ん
の
司
会
で
盛
り
上
が
り
、
思
い
思

い
に
杯
を
交
し
合
い
、
カ
ラ
オ
ケ
も

飛
び
出
し
て
に
ぎ
や
か
な
宴
に
。
最

後
に
恒
例
の
「
学
園
の
歌
」
や
観
一

校
歌
を
声
高
ら
か
に
斉
唱
し
、
石
井

副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

今
年
も
山
陽
新
聞
ち
ま
た
欄
の

「
集
い
」
に
、
こ
の
日
の
記
念
写
真

を
送
り
ま
し
た
。
１０
月
に
掲
載
予

定
で
す
。 

 
 

 
 
 

(

滝
本)

 

 

佐
川 

弘
治
郎 

私
は
、
は
か
ら
ず
も
こ
の
春
の
叙
勲

に
際
し
て
、
瑞
宝
双
光
章
拝
受
の
栄

に
浴
し
ま
し
た
。
去
る
５
月
１２
日
に

夫
婦
で
東
京
・
国
立
劇
場
へ
赴
き
、
勲

記
・
勲
章
の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。
式

で
は
７
３
４
名
の
受
章
者
が
配
偶
者

と
入
場
し
、
大
月
み
や
こ
氏
ら
代
表

数
名
が
文
部
科
学
大
臣
か
ら
伝
達
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
文
科
省
職
員

か
ら
私
た
ち
一
人
一
人
に
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
勲
章
を
胸
に
付

け
て
、
バ
ス
３０
台
に
分
乗
し
て
皇
居

に
参
内
し
ま
し
た
。
私
達
の
バ
ス
は

１９
号
車
で
出
発
や
拝
謁
な
ど
、
そ
の

都
度
、
順
番
待
ち
時
間
が
あ
り
ま
し

た
。
皇
居
で
は
乗
車
バ
ス
ご
と
に
指

示
に
従
っ
て
列
を
つ
く
り
、
豊
明
殿

に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
係
の
職
員
か

ら
「
少
し
遅
れ
て
お
り
ま
す
が
、
陛
下

は
隣
の
部
屋
に
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

も
う
す
ぐ
来
ら
れ
ま
す
」
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
他
の
団
体
の
拝
謁

が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
や
が

て
天
皇
陛
下
が
お
見
え
に
な
り
、
ゆ

っ
く
り
と
し
た
口
調
で
温
か
い
お
言

葉
を
賜
り
ま
し
た
。
お
言
葉
の
後
、
陛

下
は
参
列
者
の
列
の
周
り
を
ゆ
っ
く

り
と
歩
か
れ
ま
し
た
。
私
は
前
に
背

の
高
い
男
性
が
２
人
立
っ
て
お
り
、

陛
下
を
十
分
に
は
拝
顔
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
人
一
人

に
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
を
か
け
ら
れ

て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。 

今
、
身
に
余
る
栄
誉
に
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
感
じ
て
い
る
昨
今
で
す
。 

 

講演する石井氏 

尾﨑さんから花束贈呈 

冨田さんと笑顔の高畑さん 

みんな揃って記念撮影 
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２０
人
参
加
し
史
跡
巡
り 

岡
山
観
一
会
の
恒
例
行
事
・
春
の
史

跡
巡
り
は
、
４
月
８
日
、
岡
山
県
西
部

の
矢
掛
町
を
訪
問
。
江
戸
時
代
の
宿
場

町
の
面
影
を
伝
え
る
山
陽
道
筋
を
散
策

し
た
り
、
八
重
ツ
バ
キ
祭
が
開
か
れ
て

い
た
國
勝
寺
ま
で
足
を
延
ば
し
ま
し
た
。 

今
年
も
観
音
寺
か
ら
元
地
歴
部
員
ら

４
人
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
計
２０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

江
戸
期
の
山
陽
道
は
大
坂
―
小
倉
を

結
ぶ
主
要
街
道
で
、
白
壁
、
瓦
ぶ
き
の

民
家
が
並
ぶ
矢
掛
宿
は
５２
の
宿
駅
の

一
つ
。
参
勤
交
代
の
大
名
や
幕
府
役
人

ら
が
宿
泊
す
る
本
陣
と
、
家
老
以
下
が

泊
ま
る
脇
本
陣
が
と
も
に
国
重
文
に
指

定
さ
れ
て
い
る
の
は
全
国
で
矢
掛
だ
け

で
す
。

 

そ
の
本
陣
に
入
り
ま
す
。
も
と
も
と

酒
造
業
で
財
を
成
し
た
庄
屋
の
石
井
家

で
、
豪
壮
な
構
え
の
民
家
で
す
。
ガ
イ

ド
さ
ん
の
名
調
子
を
聴
き
な
が
ら
数
々

の
部
屋
を
抜
け
る
と
、
一
段
と
高
く
し

つ
ら
え
た
「
上
段
の
間
」
に
。
萩
、
肥

前
、
薩
摩
藩
な
ど
の
西
国
大
名
や
、
あ

の
篤
姫
も
使
っ
た
部
屋
で
す
。
中
央
に

座
す
殿
様
、
控
え
の
間
で
ひ
れ
伏
す
家

来
た
ち
…
。
時
代
劇
の
見
慣
れ
た
シ
ー

ン
が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

 

脇
本
陣
の
高
草
家
は
、
金
融
業
を
営

む
大
庄
屋
。
表
門
、
大
蔵
、
米
蔵
な
ど

が
並
び
、
棟
数
と
し
て
は
全
国
の
重
文

民
家
中
最
多
と
い
わ
れ
ま
す
。 

当
時
の
民
家
を
改
造
し
た
ホ
テ
ル
で

昼
食
を
と
っ
た
後
、
車
で
圀
勝
寺
へ
。 

大
き
な
八
重
ツ
バ
キ
が
落
花
し
て
赤

い
じ
ゅ
う
た
ん
状
に
な
る
の
が
売
り
で

す
が
、
当
日
は
ま
だ
枝
に
つ
い
た
花
が

満
開
状
態
。
そ
れ
で
も
う
ど
ん
や
甘
酒

の
接
待
を
受
け
、
記
念
写
真
も
撮
っ
て

祭
り
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。 （

滝
本
） 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

    平成２９年度事業計画 

    ・総会・懇親会 平成２9年 6月 25 日（日） １１時～１５時 

    ・会報「岡山観一会だより」６号発行 ８月上旬 

    ・青春会（ミニ懇親会） １１月 予定 

    ・役員会 平成３０年３月上旬 

    ・史跡巡り 訪問先候補地 児島 ３月  

 ＜本部・他支部関係は平成２８年度に準ずる＞ 

平成２８年度事業報告 

・総会・懇親会 平成２８年７月２日（土）１１時～１５時 

・会報「岡山観一会だより」５号発行 平成２８年７月３０日 

・青春会（ミニ懇親会） 平成２８年１１月１９日（土）於：加茂川

 

 

・役員会 平成２９年３月４日（土） １４：００～ 

・史跡巡り「矢掛町散策」 平成２９年４月８日（土） 

＜本部・他支部関係＞ 

     理事会(4.17)、幹事会(5.8)、総会・懇親会(5.２９) 

創立 120 周年記念事業関係委員会 (7.3)(7.24)(8.7 欠席) 

京阪神支部総会・懇親会(11.12)、理事会(H29.1.15) 

平成２９年度役員 

＜顧 問＞ 

  松浦 良行（Ｓ．１９ 卒） 

  玉井 徹 （Ｓ．２９ 卒） 

  河合 京子（Ｓ．３５ 卒） 

＜会 長＞ 

    佐川弘治郎（Ｓ．４０ 卒） 

＜副会長＞ 

  石井 成毅（Ｓ．３１ 卒） 

  久保 恭宏（Ｓ．３３ 卒） 

  片山 泰弘（Ｓ．３６ 卒） 

  若林みどり（Ｓ．３９ 卒） 

    尾﨑 敏文（Ｓ．５５ 卒） 

＜理 事＞ 

    高坂つた子（Ｓ．３０ 卒） 

  小西 康夫（Ｓ．４１ 卒） 

  冨田 信秀（Ｓ．４３ 卒） 

  高畑 富子（Ｓ．４３ 卒） 

高橋 誠 （Ｓ．４５ 卒） 

永田 伸一（Ｓ．４５ 卒） 

  秋山 博正（Ｓ．５１ 卒） 

  尾﨑 美樹（Ｓ．５５ 卒） 

  西宇 建雄（Ｓ．５９ 卒） 

  吉田 卓央（Ｈ．元  卒） 

＜事務局＞ 

  滝本 清文（Ｓ．４０ 卒） 

  小出 博 （Ｓ．４３ 卒） 

山
陽
道
・
矢
掛
宿
を
散
策 

 

 
 
 
 

 

数年前のにっぎょしかった「青春会」 

観一魂よ 集まれーっ 

本陣の前で説明を聴く 

 

八重ツバキをバックに 

平成 28 年の「青春会」 老いも、若きも、皆さん 来てつかよ ！ 

 


